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の重要な場となっています。私自身、社長時代からこの時間を非常に大切

にしてきました。現在は議長として、出席者全員が遠慮なく意見を交わし、

執行との間に健全な緊張感を保ちながら、適時適切な監督・検証ができ

る環境を整えることが、私の重要な責務であると考えています。

　ガバナンスには、攻めと守りの両面があります。コンプライアンス、リス

ク管理、内部統制を徹底することは当然の前提です。そのうえで、成長投

資、事業ポートフォリオの見直し、技術革新、人材戦略など、企業価値向

上に向けた経営上の挑戦について、取締役会が建設的に議論し、適切に

方向付け、実行状況を確認していくことが重要です。議長として、単に監

督・助言するだけではなく、経営陣の挑戦すべき領域を明確にし、その挑

戦が企業価値向上につながるものであるかどうかを見極め、適切なリス

クテイクを支える視点を大事にしていきたいと思います。

　また、ガバナンスの高度化のため、必要に応じて機関設計の変更も継

続的に検討していきます。コマツの持続的成長にとって最も実効性のある

体制は何か、取締役会がどのように経営の質を高めていくべきかを問い

続けています。

　当社は、創業以来100年超の歴史のなかで、困難に直面するたびに危
機をチャンスに変えて今日まで成長してきました。コマツの競争力を支え

る重要な基盤は、人材です。不確実性がますます高まるなかでも、持続的

成長を実現するためには、現場の経験知と新しい発想を両立させ、果敢

に挑戦していく人材を育成しなければなりません。取締役会では、多様な

人材が挑戦し、力を発揮できる環境が整備できているか、人材戦略や組

織運営がその先の10年、20年を支える経営基盤として十分に機能してい
るかを検証し、議論しています。

　コマツは、現場に根差し、ものづくりを磨き、人を育て、危機を成長の機

会に変えてきた会社です。これからも、このコマツらしさを大切にしなが

ら、取締役会として自由闊達で本質的な議論を重ね、持続的な企業価値

向上に取り組んでまいります。

役会が実効的に機能すると考えており、こうした議論を俯瞰的に導くこと

こそが、執行出身である私が議長を務める意義であると考えています。

　現在のコマツにとって重要な課題の一つは、顧客価値創造です。今後

は、製品単体の性能向上だけでは十分な差別化が難しくなります。全社

一体となって、コマツが培ってきた高品質なものづくりに、デジタル技術や

ソリューションを組み合わせ、お客さまの現場における価値創造にどのよ

うに貢献するかが問われています。取締役会としても、コマツが強みを発

揮すべき領域を見極め、それを収益性の向上と社会課題解決を含めた企

業価値の向上にどう結びつけるかの議論を深めていきます。

　私はこれまで、技術、生産、調達、海外事業、経営など、さまざまな立場

からコマツの事業に関わってきました。その経験から強く感じているのは、

コマツの強さは、製品や技術そのものに加え、それを支える現場の実行

力、組織として改善を積み重ねる力、人材を育てる力にあるということで

す。議長としても、資本効率や経営指標の数値だけでなく、その背景にあ

る現場の実態や実行力にまで踏み込んだ本質的な論点を大切にしたいと

考えています。

　コマツの取締役会は、国籍、ジェンダー、専門性、経験の面で多様なメ

ンバーにより構成されています。それぞれの専門性や経験に基づき、経営

課題やリスク、戦略の実行状況について活発に意見が交わされています。

議長は、こうした多様な知見を取締役会の議論に活かし、経営陣との建

設的かつ率直な対話を、コマツが目指す「社会課題の解決と収益向上の

好循環」の議論へとつなげ、監督の実効性と中長期的な企業価値を高め

ていく役割を担っています。

　そのために重視している取り組みの一つが、毎回取締役会冒頭で行っ

ている「社長報告」です。社長自らが、コンプライアンス、リスク、足元の経

営課題、事業環境の変化やステークホルダーとの対話について説明し、1
時間弱をかけて最新の情報と課題意識を共有しています。これにより、社

外役員がコマツの事業や経営課題への理解を深め、率直に議論するため

ガバナンス

取締役会長

小川 啓之

攻めと守りのガバナンス
企業価値向上への挑戦を支え、次の成長につなげる

　コマツグループは、「品質と信頼性」を追求し、社会、お客さま、株主を

はじめとするすべてのステークホルダーからの信頼度の総和を高めること

を経営の基本としています。この基本に立ち、取締役会は、執行が担う経

営判断と実行を適切に監督、促進し、中長期的な企業価値向上のための

必要な論点を提示することで意思決定の質を高める役割を担っています。

　コマツは、執行の最終責任を代表取締役社長が担い、取締役会長は執

行をサポートする立場から、取締役会の議長としての役割に重点を置く

体制としています。ガバナンスの議論は制度や体制が中心になりがちです

が、コマツにとってのガバナンスは、現場主義やものづくりへのこだわりに

根差したものであるべきだと考えています。戦略の妥当性、リスクへの備

え、資本効率を議論する際にも、数字や制度面だけではなく、お客さまの

現場にどのような課題やニーズがあるのか、安全、品質、生産性をどう高

めていくのかという論点も提示しています。どれだけ立派な戦略であって

も、最終的にそれを形にできなければ成長にはつながりません。国際的

な紛争等によるサプライチェーンリスクへの対応や、お客さま価値につな

がる商品開発など、現場や事業の実態に根差した議論があってこそ、取締

現場主義とものづくりへのこだわりに
根差したガバナンス 

自由闊達な議論による攻めと守りのガバナンス 競争力を支える基盤は人材 

取締役会議長メッセージ
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